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	1 設定
目標
	研究テーマ
人権保育を踏まえた子どもを中心とした『共主体の保育』を実践する

	2 本年度の取り組み状況
	・人権保育の視点を基盤にしながら「共主体の保育」に焦点を置き、対話の時間を大切にして、好奇心、思考力、表現力を育む研究の実践を行う。
・子どもたちの主体的な学びにつながるあそびを追求する。
・子どものやりたいことを実現できる環境づくりに保育者が提案や仕掛けを行い、保育者のやりたいことも融合させながら取り組んでいく。

・地域の自然や、地域の方との交流を通して、自然の豊かさや良さを感じることができるようにする。
・子どもたちの体験を、ドキュメンテーションや子どもと一緒に新聞づくりを行い、保護者にも共有してもらえるよう発信をしていく。
・保護者アンケートを行う。

	3 学校教育自己診断・授業評価等定量的評価及び定性的自己評価内容
	＜保護者アンケートより＞
・「教育方針や子どもの活動の様子をわかりやすく伝えている」
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・「遊びを中心に実体験を大切にした教育活動に取り組んでいる」
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　・「一人ひとりの個性を大切にし、意欲や自信を持たせている」
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〇工夫しながら、保護者への発信を行ってきたが、来年度は異年齢保育など新体制での取り組みが始まるため、さらに丁寧な発信を行い、活動をわかりやすく伝えていきたい。
〇引き続き、対話の時間を持ちながら、主体的な遊びの時間を継続させ、保育内容を精査しながら、じっくりと遊びに取り組めるようにしていきたい。異年齢保育の中でも、5歳児の就学前の保育を保障できるようにしていきたい。
〇とよのの自然や地域の方との交流を継続し、地域に根差した保育を行っていきたい。

	④学校関係者評価（学校協議会等からの提言）
	・今年度は、前年度と比較し、ドキュメンテーションや子どもと共に作成した新聞の貼り出しなどで、日頃の様子を前年度以上に知らせていたが、異年齢保育の説明会の時期と重なったことがパーセンテージの低さに繋がったのではないか。
伝え方として、日々の様子はドキュメンテーションで、異年齢保育など方針や取り組みを伝えるものは手紙で伝えていくとよい。
・異年齢保育の中で、5歳児の活動は引き続きしっかりと保障していく。
・乳児、幼児ともに異年齢での生活を行うにあたり、ほっとできる空間の確保や安全面に気をつけていく。


